
築こう明日の大和を─（仮称）大和市市民参加条例策定中 6

市
で
は
、「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る
」

「
地
域
の
課
題
は
地
域
の
力
で
解
決
す
る
」
と
い

う
地
域
自
治
の
仕
組
み
と
な
る
「
市
民
自
治
区
」

の
構
築
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ

の
市
民
自
治
区
構
築
の
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、

地
域
の
複
数
の
団
体
が
協
働
で
行
う
自
主
的
な
事

業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
、「
や
ま
と
地

域
の
底
力
事
業
」（
以
下
、「
底
力
事
業
」）
の
公

開
審
査
会
が
6
月
２４
日
に
市
役
所
で
開
か
れ
、
市

民
ら
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

底
力
事
業
は
、
お
お
む
ね
1，
5
0
0
人
以
上

の
地
域
住
民
を
対
象
に
二
つ
以
上
の
地
域
組
織
が

協
力
し
て
実
施
す
る
「
は

じ
め
の
一
歩
型
事
業
」（
限

度
額
３０
万
円
、
自
己
負
担

1
割
）
と
、
お
お
む
ね
1

万
人
以
上
の
地
域
住
民
を

対
象
に
複
数
の
団
体
が
地

域
活
動
の
ほ
か
市
民
自
治

区
構
築
を
検
討
す
る
「
市

民
自
治
区
準
備
型
事
業
」

（
限
度
額
５０
万
円
、
自
己
負

担
1
割
）
の
2
種
類
に
分

け
て
支
援
し
ま
す
。
今
年

度
は
、
は
じ
め
の
一
歩
型

事
業
に
8
件
、
市
民
自
治

区
準
備
型
事
業
に
3
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n
「
市
民
自
治
区
」
構
築
の
き
っ
か
け
づ
く
り

平
成
１８
年
度
「
や
ま
と
地
域
の
底
力
事
業
」
が
決
定

公
開
審
査
会
で
は
、
学
識
経
験
者
や
市
民
な
ど

１２
人
で
構
成
す
る
「
市
民
自
治
区
検
討
推
進
会
議
」

の
委
員
4
人
が
審
査
員
と
な
り
、
申
請
者
に
よ
る

事
業
内
容
の
説
明
の
後
、
事
業
の
「
発
展
性
」
や

「
公
益
性
・
地
域
貢
献
度
」、「
創
造
性
・
独
創
性
」、

「
実
現
性
」
の
4
項
目
を
審
査
。
来
場
者
に
よ
る

投
票
も
審
査
に
加
え
た
結
果
、
申
請
が
あ
っ
た
１１

事
業
す
べ
て
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

今
回
認
定
さ
れ
た
各
事
業
は
今
後
、
事
業
計
画
に

基
づ
い
て
活
動
が
展
開
さ
れ
、
来
年
4
月
（
予
定
）

の
公
開
報
告
会
で
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
予
定
で

す
。

ま
た
、
市
は
市
民
自
治
区

構
築
に
向
け
た
今
後
の
取
り

組
み
と
し
て
、
今
年
度
中
に

市
民
自
治
区
モ
デ
ル
地
区
を

2
か
所
指
定
し
て
、
市
民
自

治
区
の
組
織
や
事
業
、
地
域

計
画
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的

な
検
討
を
進
め
、
平
成
１９
年

中
の
「（
仮
称
）
市
民
自
治

区
設
置
条
例
」
制
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
企

画
政
策
課
市
民
自
治
推
進
担

当
1（
2
6
0
）5
3
6
6
、

seisaku

へ
。

地区名（申請団体名）
公所地区（公所自治会、下
鶴間つきみ野地区社会福祉
協議会）
鶴間地区（鶴間地区21自治
会）
上草柳東地区（上草柳東・
東原北・東原南・大和会・
大東自治会）
桜森地区（桜森・相模大塚
北・扇野・上草柳西自治会）
桜ヶ丘地区（百合ヶ丘・相
鉄上和田第一・谷戸頭自治
会）
上福田地区（上福田14自治
会）
上和田地区（明るい街づくりの
会、上和田自治会、大和南高校、
上和田小学校、上和田中学校）
高等町地区（紅葉会Ⅱ・高
等町第二自治会）
下鶴間地区（下鶴間連合自
治会、明るく住みよい地域
を考える会）
南林間地区（南林間自治会
連合会、南林間街づくり協
議会）

大和地区（大和南自治連合、
大和東自治会連合会）

事業の種類

はじめの一歩型
（新規）

市民自治区準備型

事業名（事業概要）
環境・安全・健康の三位一体推進事業（キー
マンネットワーク冊子作成、健康づくり講習
会ほか）
あんしんつるま　笑顔あふれるまちづくり事
業（防犯パトロール、交通安全活動ほか）

上草柳東地区　安全・安心なまちづくり事業
（防犯パトロールと危険箇所点検）

…しながら防犯パトロール事業（防犯パトロ
ール、「防犯、防災マップ」作成）
久田の森の自然資源とのふれあいによる地域
交流促進事業（緑地を活用した健康づくり、
防犯パトロールほか）
住み続けたい街つくり事業（防犯マップと不
法投棄防止活動ほか）

上和田みんなで明るい街づくり事業（学校と
連携した美化活動、防犯パトロールほか）

あいさつ、声がけ運動（児童への声かけ、防
犯パトロール）
明るく住みよい地域を考える事業（地域課題
整理と市民自治区構築に向けての検討、報告
書作成）
みんなで育もう　家庭・地域のふれあい事業
（親子のふれあい、文化交流イベント開催、市
民自治区の検討）
“掘り起こせ！地域の力”（パートⅡ）（盆おど
り、美化活動、防災訓練、団塊世代向け健康
づくり、市民自治区の検討）

支援決定額

300,000円

300,000円

284,005円

300,000円

270,000円

270,000円

180,000円

71,100円

153,900円

477,000円

500,000円

平成18年度　やまと地域の底力事業

事
業
内
容
を
説
明
す
る
提
案
者



FMやまと（77.7 ）のお昼の

番組「MIDDAY BREAK」で放送

している「ジョニーのAROUND

TOWN」で、市の仕事やイベント

などをリポートします。ぜひ、お

聴きください（放送日・内容は、変

更される場合があります）。

放送時間s毎週水曜日午後1時40

分～（10～20分程度）

メガ
ヘルツ

イ

ン

フ

ォ

メ

ー

シ

ョ

ン

7 広報やまと　2006.8.15 は各課のEメールアドレスです。表示したアドレスの後に「@city.yamato.lg.jp」を続けてください。

全
国
に
先
駆
け
て
構
築

厚
木
基
地
の
騒
音
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
シ
ス
テ
ム
化

市
は
、
厚
木
基
地
の
航
空
機
騒
音
の
状
況
を
図

示
す
る
た
め
「
※
１

コ
ン
タ
ー（
等
音
線
）図
」
を

他
自
治
体
に
先
駆
け
て
使
用
し
、
こ
れ
ま
で
得
ら

れ
た
厚
木
基
地
の
航
空
機
騒
音
デ
ー
タ
の
分
析
結

果
な
ど
を
米
政
府
関
係
機
関
な
ど
と
の
交
渉
に
活

用
し
て
き
ま
し
た
。
在
日
米
軍
再
編
の
進
展
に
伴

い
、
厚
木
基
地
に
も
そ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
中

で
、
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
を
活
用
し
て
、

厚
木
基
地
の
騒
音
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
シ
ス
テ

ム
化
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
今
年
4
月
1
日
発
行
の

※
２
（
社
）日
本
騒
音
制
御
工
学
会
の
学
会
誌
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
が
独
自
に
軍
事
基
地

の
航
空
機
騒
音
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
検
証

す
る
試
み
は
国
内
初
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
同
シ

ス
テ
ム
を
使
用
し
、在
日
米
軍
再
編
の「
最
終
報
告
」

で
示
さ
れ
た
空
母
艦
載
機
５９
機
が
厚
木
基
地
か
ら

移
駐
し
、
海
上
自
衛
隊
機
１７
機
が
移
駐
し
て
く
る

状
況
で
か
つ
空
母
艦
載
機
の
飛
行
が
無
い
と
仮
定

し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た（
図
参
照
）。

し
か
し
、
今
後
の
空
母
艦
載
機
の
運
用
形
態
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
年
6
月
１５
日
の
衆

議
院
安
全
保
障
委
員
会
で
額
賀
　
志
郎

ぬ

か

が

ふ

く

し

ろ

う

防
衛
庁
長

官
は
、「
日
常
的
な
整
備
機
能
は
岩
国
基
地
に
移

転
す
る
が
、
定
期
整
備
や
本
格
的
な
修
理
は
引
き

続
き
厚
木
基
地
に
残
る
部
隊
が
実
施
す
る
こ
と
に

な
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
今
後
も
国
に
対
し
て
在
日
米
軍
再
編
の

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
求
め
て
い
く
と
同
時

に
、
同
シ
ス
テ
ム
の
完
成
度
を
さ
ら
に
高
め
、
厚

木
基
地
の
騒
音
問
題
解
消
に
向
け
た
日
本
政
府
並

び
に
米
軍
と
の
交
渉
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

※
1．

：

米
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
騒
音
の
値
を
示
す
指
標
。

日
本
で
採
用
し
て
い
る
Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
と
は
指
標
が
異

な
る
が
、
騒
音
を
示
す
コ
ン
タ
ー
は
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を

示
す
。

※
2．（
社
）日
本
騒
音
制
御
工
学
会：
騒
音
問
題
の
専
門
家
に

よ
る
学
会
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
基
地
対
策
課
基
地
対
策

担
当
1（
2
6
0
）5
3
1
0
、

kichi
へ
。

市
は
、
平
成
１０
年
度
か
ら
市
内

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
を
把
握

す
る
た
め
、
定
期
的
に
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
大

気
1
地
点
、
河
川
の
底
質
1
地
点

の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
、
5
月
に
実
施
し
た
焼
却

施
設
周
辺
の
大
気
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
濃
度
は
、
0
・
0
3
2
pg
―

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／

で
し
た
。
な
お
、
大

気
の
環
境
基
準
値
は
、
年
平
均
値

と
し
て
0
・
6
pg
―

Ｔ
Ｅ
Ｑ
／
◆

以
下
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
の

結
果
が
ま
と
ま
っ
て
か
ら
評
価
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
大
気
に
つ
い
て
は
8
・

１１
・
2
月
の
3
回
、
河
川
の
底
質
に
つ
い
て
は
8

月
に
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
は
、
今
後
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
を
継
続

し
、
市
内
の
状
況
把
握
に
努
め
ま
す
。

【
参
考
】
用
語
の
説
明

1．
pg
（
ピ
コ
グ
ラ
ム
）：

1
兆
分
の
1

の
こ
と
。

2．
Ｔ
Ｅ
Ｑ
（
テ
ィ
ー
イ
ー
キ
ュ
ー
）：

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
で

最
も
毒
性
の
強
い
「
2，

3，

7，

8
ー
四
塩
化
ジ
ベ
ン

ゾ
パ
ラ
ジ
オ
キ
シ
ン
」
の
毒
性
に
換
算
し
た
濃
度
で
表
し

た
も
の
。

3．
環
境
基
準
値：

人
の
健
康
の
保
護
お
よ
び
、
生
活
環
境
保

全
の
う
え
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
環
境
保
全
課
生
活
環
境

保
全
担
当
1（
2
6
0
）5
1
0
6
、

k-hozen

へ
。

市
内
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

（
平
成
１８
年
度
第
1
回
）

大気調査結果 （単位 pg-TEQ/m3）
測定場所 5月 環境基準値 備考

桜丘学習センター 0.032
0.6

焼却施設周辺
（年平均値として）
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50

で市政の話題を
生放送

放送日 内　　　容

8月23日
災害時の避難場所、ご存じ

ですか

8月30日
救急フェアと救急セミナー

を開催

9月 6日 LOVESの制度が変わります

9月13日
「やまと生涯学習ねっとわ

ぁく」制度発足から15年

〈大和市北部の コンターの
立体イメージ図〉

厚木基地現状

シミュレーション結果

m3

m3

Ldn

Ldn

Ldn




